
笑顔が春を駆ける（第３回飯島町桜マラソン）

3月定例会

笑顔が春を駆け

● 平成２３年度予算を全員一致で可決
● 委員会の審議から
● 11人が町政を問う
● 町民の声を議会へ

…… 2～5 ページ
……………………… ８～9 ページ
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福祉・健康
13億8,496万円 32％

地方交付税
15億2,180万円

37％

町税
10億8,271万円 25％

借入金
4億3,340万円 10％

国庫支出金
2億6,359万円 6％

県支出金
2億2,728万円 5％

その他収入
7億5,622万円 17％

行政管理
7億53万円 16％

産業振興
6億202万円 14％

借金返済
7億1,895万円 17％

道づくりなど
4億8,922万円 12％

教育・文化
3億629万円 7％

議会費
8,303万円 2％

2いいじままち 議会だより 53号

平成２３年度予算案を全員一致で可決

一般会計　４２億８，５００万円 （対前年７，３００万円減）
人口減の影響？地方交付税７，８２０万円減の予想　ハ―ド事業からソフト事業の充実へ

第５次総合計画の初年度予算

一般会計予算の構成

町長の考え（施政方針）

①まちを担う人づくりを推進
②定住を促進
③情報発信・魅力向上を推進
④協働のまちづくりを推進
⑤安全・安心なまちづくりを推進
⑥国・県事業を推進

福祉・健康
13億8,496万円 32％

地方交付税
15億2,180万円

37％

町税
10億8,271万円 25％

42億
8,500万円借入金

4億3,340万円 10％

国庫支出金
2億6,359万円 6％

県支出金
2億2,728万円 5％

その他収入
7億5,622万円 17％

行政管理
7億53万円 16％

産業振興
6億202万円 14％

借金返済
7億1,895万円 17％

道づくりなど
4億8,922万円 12％

教育・文化
3億629万円 7％

議会費
8,303万円 2％

未来に向かって

歳　入
42億

8,500万円

歳　出



一　般　会　計

3 いいじままち 議会だより 53号

４つの重点プロジェクトに
沿った主な事業

会　　計　　名 予　算　額

合　　　　計

何ができるかな（子ども広場）

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

公 共 下 水 道

農 業 集 落 排 水

水 道 事 業

老 人 保 健 医 療

特
　
別
　
会
　
計

42億8,500万円

8億9,151万円

1億　595万円

8億9,611万円

3億7,027万円

2億2,838万円

4億　200万円

0円

71億7,922万円

前 年 比 較 採決状況

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

（廃　止）

（１）まちを担う人づくりプロジェクト
554万円

2,219万円
503万円
483万円

１億404万円

（２）定住促進プロジェクト
６０万円
１００万円
４８３万円
４８７万円
３６万円

１，５５８万円
８７４万円
９３５万円

１，１９３万円

（３）情報発信・魅力向上プロジェクト
１２９万円
７９万円
９２万円
１７万円

（４）協働のまちづくりプロジェクト
58万円
100万円
100万円

（５）その他
1,883万円
5,500万円

▲７，３００万円

▲１，６９３万円

▲６１万円

２，１３１万円

▲１億１５１万円

▲２９５万円

４，５００万円

▲９７７万円

▲１億３，８４６万円



4いいじままち 議会だより 53号

主
な
審
議
内
容

質
　
　
　
疑 総

務
産
業
委
員
会

総
務
産
業
委
員
会

問

地
域
づ
く
り
支
援
員

の
パ
ソ
コ
ン
配
備
は
。

答問

役
場
・
ス
ク
ー
ル
・

保
育
園
バ
ス
を
民
間
委
託

か
ら
直
営
に
し
た
理
由
は
。

答

問

平
成
25
年
度
起
債
が

ピ
ー
ク
と
な
る
。
実
質
公

債
費
比
率
18
％
以
内
を
維

持
で
き
る
か
。

答問

15
人
ほ
ど
職
員
退
職

が
あ
る
が
、
新
規
採
用
は

何
名
か
。

答問

Ｉ
Ｔ
関
係
予
算
で
情

報
セ
ン
タ
ー
負
担
が
４
６

０
０
万
円
で
あ
り
適
正
か

検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

答問

今
回
の
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
の
教
訓
か
ら

も
、
町
と
し
て
災
害
時
の

空
か
ら
の
救
援
・
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
の
活
用
・
井

戸
水
の
活
用
・
避
難
場
所

の
寒
さ
対
策
な
ど
の
検
討

が
必
要
で
は
。

答

問

有
害
鳥
獣
駆
除
施
設

の
施
工
個
所
と
対
応
獣
は
。

答

日曽利の防護柵設置予定箇所

進む国道バイパス工事

委 員会審議

問

合
併
浄
化
槽
補
助
金

は
１
世
帯
１
万
円
で
あ
る
。

定
期
検
査
の
費
用
が
増
え

増
額
要
望
が
あ
る
が
。

答問

つ
な
ぎ
こ
み
率
の
現

状
は
。

答問

つ
な
ぎ
こ
み
の
融
資

制
度
は
あ
る
か
。

答

問

水
道
料
金
の
改
定
は

あ
る
の
か
。

答問

石
綿
管
布
設
替
え
工

事
の
進
捗
状
況
は
。

答問

有
収
水
量
の
実
態
は
。

答

問

上
通
り
住
宅
な
ど
の

整
備
内
容
は
。

答問

三
六
災
害
の
50
周
年

イ
ベ
ン
ト
を
町
と
し
て
行

う
べ
き
だ
が
。

答



5 いいじままち 議会だより 53号

主
な
審
議
内
容

一
　
般
　
会
　
計

後
期
高
齢
者
医
療

福
祉
医
療
費
給
付
金

条
例
の
一
部
改
正

社
会
体
育
施
設
等

使
用
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正

文
化
館
条
例
の

一
部
改
正

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
条
例

介
　
護
　
保
　
険

社
会
文
教
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会

問

新
規
の
成
年
後
見
セ

ン
タ
ー
の
事
業
内
容
は
。

答問

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
死

亡
事
故
に
対
す
る
町
の
対

応
は
。

答

問

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
利

用
方
法
は
。

答問

住
基
カ
ー
ド
の
発
行

率
30
％
を
ど
う
見
る
か
。

答

問

Ｂ
Ｇ
体
育
館
と
千

人
塚
の
艇
庫
改
修
工
事
の

財
団
補
助
率
は
。

答問

発
達
障
が
い
児
保
育

支
援
事
業
の
内
容
は
。

答

時の流れを感じるB G体育館

問

自
治
体
か
ら
の
請
求

書
が
自
宅
に
郵
送
さ
れ
、

自
分
で
支
払
い
手
続
き
を

行
な
う
普
通
徴
収
保
険
料

の
滞
納
状
況
は
。

答問

滞
納
が
累
積
し
て
い

く
心
配
は
な
い
か
。

答問

高
齢
者
実
態
調
査
は
。

答

問

セ
ン
タ
ー
の
位
置
は

文
化
館
だ
が
、
場
所
の
み

な
の
か
。

答問

今
後
給
付
対
象
者
が

増
え
る
。
廃
止
の
理
由
と

今
後
は
。

答

問

使
用
料
は
他
と
比
べ

て
適
正
か
。

答問

町
内
の
登
録
団
体
チ

ー
ム
が
、
町
外
の
チ
ー
ム

と
試
合
な
ど
で
利
用
し
た

場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

答



6いいじままち 議会だより 53号

任期後半にむけて議会構成変わる

平澤副議長 松下議長

任
期
後
半
に
向
け
て

就
任
あ
い
さ
つ



7 いいじままち 議会だより 53号

問

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
チ
ャ
ン
ネ
ル

リ
ー
ス
料
が
減
額
と
な
っ

た
の
は
な
ぜ
か
。 

答問

防
犯
灯
原
材
料
費
が

減
額
に
な
っ
た
が
。

答

48億8,715万円に
　平成22年度一般会計予算は、歳入で法人町民税(2,500万円)、特別地方交付税（1,176万円）などが増額。
また、老人保健医療会計から897万円が繰り入れされた。歳出は退職手当組合負担金、情報センター負担金、
財政調整基金積立金、減債基金積立金、公共施設整備積立金が増額。CATVリース料、塵芥処理費、赤坂第1
踏切工事委託金などが減額。差し引きで、5,988万円の増額となった。

２月２日
第１回
臨時会

一
般
会
計
・
国
保
会
計
・

水
道
会
計
の
補
正
を
可
決

問

塵
芥
処
理
費
が
９
０

０
万
円
ほ
ど
減
額
だ
が
。

答問

赤
坂
第
１
踏
切
工
事

で
大
き
く
減
額
だ
が
。

答問

文
化
館
の
舞
台
修
繕

費
の
財
源
は
な
に
か
。

答

完成した堂前線赤坂第１踏切

主
な
使
い
道

審
議
か
ら

国
民
健
康
保
険

補
正
予
算

老
人
保
健
医
療

補 

正 

予 

算

介 

護 

保 

険

補 

正 

予 

算

後
期
高
齢
者
医
療

補
　
正
　
予
　
算



8いいじままち 議会だより 53号

　

委
員
会
で
は
、付
託
さ
れ
た
陳
情

案
件
２
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

１
件
は
継
続
審
査
す
べ
き
も
の
と
、

も
う
１
件
は
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

総務産業
委員会
総務産業
委員会

審
査
で
の
意
見

審
査
で
の
意
見

審
査
で
の
意
見

審
査
で
の
意
見

　
　

陳
情 

町
へ

継 続 審 査

急がれるブロック塀の安全点検

審議から

陳
情
の
内
容

陳
情
の
内
容

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

陳
情 

町
へ

採　択

「
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
創
設
」



9 いいじままち 議会だより 53号

陳
情
の
内
容

陳
情
の
内
容

　

委
員
会
で
は
、付
託
さ
れ
た
請
願

陳
情
３
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

 

請
願
１
件
、陳
情
１
件
は
全
員
一
致

で
、陳
情
１
件
は
賛
成
多
数
で
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

社会文教
委員会
社会文教
委員会

審
査
で
の
意
見

審
査
で
の
意
見

審
査
で
の
意
見

審
査
で
の
意
見

審
査
で
の
意
見

審
査
で
の
意
見

改革案では

申込み

申込み

要保育度に
応じた補助

情
報
公
開

委託費
事業者
認定保育料

徴収

保育料
徴収

入園

入園決定

入園決定

委員会の

請
願 

国
へ

採　択

陳
情 

国
へ

採　択

陳
情 

国
へ

採　択

請
願
の
内
容

賛
成

賛
成

反
対

現在の仕組み 改正後のイメージ
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一　般　質　問

いいじままち 議会だより 53号

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
安
全
管
理
は

質　問答　弁

北 沢　正 文

英語に親しむために

問

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

で
実
施
す
る
事
業
上
の
安

全
管
理
と
万
が
一
の
場
合

の
補
償
に
対
す
る
考
え
は
。

町
長

問

除
雪
に
対
す
る
補
償

は
ど
う
か
。

総
務
課
長

問

循
環
バ
ス
の
利
用
実

績
と
費
用
効
果
、
買
い
物

弱
者
対
策
へ
の
活
用
は
ど

う
か
。

町
長

問

小
学
校
５
・
６
年
生

に
対
す
る
英
語
活
動
の
推

進
方
針
は
。

教
育
長

問

英
語
活
動
に
対
す
る

教
材
・
教
具
、
生
の
英
語

を
耳
か
ら
聞
く
こ
と
の
で

き
る
体
制
は
。

教
育
長

問

町
長
の
小
学
校
の
英

語
活
動
に
対
す
る
考
え
と
、

Ａ
Ｌ
Ｔ（
英
語
を
母
国
語
と

す
る
語
学
補
助
員
）の
設
置

の
考
え
は
。

町
長

問

当
面
す
る
重
点
的
な

人
事
の
方
針
、
地
域
主
権

時
代
の
具
体
的
職
員
研
修

の
指
針
は
。

町
長

問

指
定
管
理
者
制
度
の

あ
り
方
と
振
興
公
社
の
運

営
の
考
え
方
は
。

町
長

英語に親しむために

質　問

循
環
バ
ス
の
活
用
と

買
い
物
弱
者
対
策
は

質　問

小
学
校
の
外
国
語

活
動
推
進
は

質　問

職
員
管
理
と
指
定
管

理
者
制
度
の
活
用
は
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一　般　質　問

いいじままち 議会だより 53号

竹 沢　秀 幸

問

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
指
針
を
ど
う
町
民

に
徹
底
さ
せ
る
か
。

町
長

問

地
域
づ
く
り
支
援
員

の
予
算
計
上
と
任
命
権
は

誰
か
。

町
長

問

地
域
づ
く
り
支
援
員

配
置
の
効
果
は
。

教
育
長

問

仮
称 

「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
会
議
」 

は
い

つ
立
ち
上
げ
る
の
か
。

町
長

問

収
納
対
策
員
の
効
果

は
。

町
長

問

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
実

態
は
。

町
長

問

生
活
困
窮
者
以
外
の

滞
納
者
へ
の
収
納
向
上
対

策
を
ど
う
構
築
す
る
か
。

町
長

問

千
葉
市
小
学
校
６
年

生
が
飯
島
町
内
農
家
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
し
、
受
け
入

れ
農
家
交
流
会
で
、「
信
濃

の
国
」
を
き
ち
ん
と
歌
う
。

　

飯
島
の
児
童
生
徒
に
県

歌「
信
濃
の
国
」の
指
導
を
。

教
育
長

質　問答　弁

仮
称「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
」

の
早
期
立
ち
上
げ
を

議員控室にある
「信濃の国」

質　問

収
納
対
策
員
の
効
果
は

質　問

飯
島
の
児
童
生
徒
に

県
歌「
信
濃
の
国
」を
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一　般　質　問

いいじままち 議会だより 53号

第
４
次
総
合
計
画

　
　
　

残
さ
れ
た
課
題
は

質　問答　弁

平　澤　　晃

問

町
長
集
大
成
の
年
。

　

第
４
次
総
合
計
画
を
ど

う
評
価
し
残
さ
れ
た
課
題

は
。

町
長

問

人
口
減
少
、
少
子
高

齢
化
、
商
業
の
低
迷
や
産

業
不
安
、
地
域
医
療
な
ど

多
く
の
課
題
を
か
か
え
て

い
る
。
ど
の
よ
う
な
予
算

編
成
に
取
り
組
ん
だ
か
。

町
長

問

飯
島
町
を
持
続
発
展

可
能
な
町
に
す
る
た
め
に

「
住
民
ア
イ
デ
ア　

ま
ち
づ

く
り
事
業
」〔
仮
称
〕を
提
案

す
る
が
ど
う
か
。

町
長

問

中
央
公
民
館
が
54
年

の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
整
備

統
合
さ
れ
る
。

　

地
域
づ
く
り
支
援
員
と

の
共
助
体
制
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

町
長

総
務
課
長

問

本
町
の
高
齢
者
難
民

の
実
態
は
。
増
え
る「
買
い

物
難
民
対
策
」を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

町
長

問

国
の
買
い
物
弱
者
支

援
事
業
を
活
用
し
、
コ
ス

モ
21
の
跡
地
利
用
を
進
め

る
考
え
は
あ
る
か
。

町
長

問

循
環
バ
ス
や
福
祉
タ

ク
シ
ー
を
活
用
し
た
新
た

な
買
い
物
難
民
救
済
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
す

る
が
ど
う
か
。

町
長

商店街（飲食料品小売業）の衰退

買い物の際に困っていること （複数回答、％）

（万軒）

資料：商業統計
〈全国農業新聞より〉

1999年

2002年

2004年

2007年

48.8

46.7

44.5

38.9

徒歩圏内に
行きたいお店がない

家族の協力がないと行きたい
時に買い物ができない

重い物が持てないため
一度に少量しか購入できない

車や自転車の運転が
しんどくなってきた

車がない

買い物を手伝ってくれる
家族などがいない

バス・鉄道の乗降が体力的に
きつい

33.5

23.6

20.2

9.6

8.8

7.3

2.8

資料：秋田市「買い物環境に関するアンケート調査」（2010年3月）
　注：「特になし」「その他」を除く 〈全国農業新聞より〉

質　問

買
い
物
弱
者
支
援

積
極
的
な
取
り
組
み
を
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一　般　質　問

いいじままち 議会だより 53号

久保島　巖

問

昨
年
10
月
の
国
勢
調

査
で
飯
島
町
の
人
口
は
９

９
０
４
人
。
さ
ら
に
１
月

１
日
現
在
の
県
人
口
動
態

調
査
で
は
９
８
５
７
人
と

発
表
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
町
長
は
ど
う
分

析
し
、
目
標
修
正
な
ど
も

考
え
て
い
る
か
。

町
長

問

計
画
の
実
行
性
を
上

げ
る
に
は
反
省
総
括
が
必

要
だ
。Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ（
プ
ラ
ン
・

ド
ウ
・
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ク

シ
ョ
ン
）サ
イ
ク
ル
を
行
う

の
が
基
本
だ
。
目
標
達
成

が
で
き
な
か
っ
た
理
由
や

問
題
点
な
ど
、
第
４
次
総

合
計
画
の
反
省
総
括
が
十

分
行
わ
れ
た
か
。

町
長

問

人
口
目
標
１
２
０
０

０
と
し
た
計
画
は
達
成
で

き
な
か
っ
た
。
色
々
な
施

策
や
町
営
住
宅
も
建
て
た

が
人
口
は
減
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

原
因
は
日
常
生
活
し
て

い
く
う
え
で
、
暮
ら
し
や

す
く
住
み
や
す
い
町
で
な

く
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

生
活
満
足
度
を
あ
げ
る
商

業
環
境
の
整
備
が
必
要

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

町
長

問

定
住
促
進
室
が
産
業

振
興
課
内
に
新
設
さ
れ
る
。

　

人
口
増
対
策
を
ど
う
取

り
組
む
計
画
か
。

町
長

問

定
住
促
進
室
で
商
業

環
境
の
整
備
・
住
宅
誘
致

に
力
を
注
い
で
も
ら
い
た

い
。企
業
誘
致
に
か
か
わ
っ

て
い
た
パ
ワ
ー
を
住
宅
誘

致
に
シ
フ
ト
す
べ
き
と
思

う
が
。

町
長

問

民
間
ア
パ
ー
ト
の
入

居
者
・
経
営
者
に
人
口
増

対
策
と
し
て
、
助
成
や
補

助
制
度
の
再
考
を
求
め
る
。

町
長

問

国
の
補
助
金
や
交
付

金
で
の
事
業
は
条
件
的
な

縛
り
が
あ
る
。
自
主
財
源

の
た
め
に
、
職
員
体
制
も

効
率
を
上
げ
る
必
要
が
あ

る
。

　

退
職
勧
奨
の
経
費
増
は

住
民
が
理
解
し
に
く
い
。

ひ
も
付
き
補
助
金
を
見
直

し
、  

自
主
財
源
の
拡
充
を

図
る
べ
き
で
は
。

町
長

質　問答　弁

人
口
増
対
策

定
住
促
進
室
は
ど
う
取
り
組
む
か

新設なった「定住促進室」
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一　般　質　問

いいじままち 議会だより 53号

国
保
財
政
の
安
定
的
運
営
に

向
け
た
経
営
努
力
は

質　問答　弁

倉 田　晋 司

問

特
定
健
診
の
実
施
率

が
低
下
し
て
き
て
い
る
。

24
年
度
65
％
の
目
標
達
成

に
向
け
、
ど
う
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
く
か
。

町
長

問

国
保
税
は
医
療
費
の

動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ

る
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
は
医
療
費
削
減
効
果
が

大
き
い
が
、
利
用
促
進
を

図
る
考
え
は
あ
る
か
。

住
民
福
祉
課
長

問

重
複
受
診
や
頻
回
受

診
者
へ
の
指
導
な
ど
行
っ

て
い
る
か
。

住
民
福
祉
課
長

問

21
年
度
に
国
保
税
を

引
き
上
げ
県
下
で
３
番
目

に
高
く
な
っ
た
。
生
活
困

窮
者
に
と
っ
て
少
し
で
も

負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る

税
の
減
免
制
度
な
ど
を
適

用
し
た
事
例
は
。

住
民
福
祉
課
長

問

滞
納
な
ど
で
短
期
証

を
交
付
し
た
世
帯
の
抱
え

る
課
題
や
納
付
相
談
な
ど

ど
う
対
応
し
て
い
る
か
。

住
民
福
祉
課
長

問

国
保
財
政
が
困
難
に

な
っ
た
原
因
は
、
昭
和
59

年
の
制
度
改
正
で
国
庫
負

担
を
減
ら
し
た
こ
と
だ
。

医
療
保
険
の
最
終
的
な
財

政
的
責
任
は
国
が
持
つ
べ

き
で
、
安
定
的
な
制
度
構

築
と
必
要
な
財
源
確
保
を

国
に
求
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

町
長

問

町
の
国
保
税
は
、
所

得
割
・
資
産
割
・
均
等
割
・

平
等
割
の
４
方
式
で
課
税

し
て
い
る
。
資
産
割
は
、

不
公
平
感
や
税
負
担
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
廃
止
す

る
市
町
村
が
増
え
時
代
の

潮
流
だ
が
、
見
直
す
考
え

は
。

町
長

問

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
を
廃
止
し
た
後
の
高
齢

者
医
療
を
ど
う
す
る
の
か

と
い
う
こ
と
か
ら
、
現
在

市
町
村
が
運
営
主
体
で
あ

る
国
保
を
、
都
道
府
県
単

位
の
運
営
主
体
へ
移
行
す

る「
国
保
の
広
域
化
」が
議

論
さ
れ
て
い
る
。

　

町
の
基
本
的
な
考
え
方

は
ど
う
か
。

町
長

平成21年度県内77市町村国保の状況
（一般と退職の全体）
＊国保保険料（税）1人当たり調定額

＊国民健康保険1人当たり医療費

（長野県健康福祉部健康福祉政策課）

順位
1
2
3

76
77

保険者名
山形村
南牧村
飯島町

売木村
大鹿村

109,764
105,725
102,605
86,700
50,355
43,886

県内市町村平均

金額（円）

順位
1
2

49
76
77

保険者名
麻績村
筑北村

飯島町
南牧村
川上村

353,515
345,729
272,134
256,004
197,185
175,235

県内市町村平均

金額（円）

質　問

国
庫
負
担
の
増
額

の
要
望
は

質　問

資
産
割
を
廃
止
す
る

考
え
は

質　問

国
保
の
広
域
化

の
対
応
は

質　問

減
免
な
ど
の
制
度

の
適
用
は

質　問

医
療
費
適
正
化
へ
の

取
り
組
み
は
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一　般　質　問

いいじままち 議会だより 53号

坂 本　紀 子

問
「
や
す
ら
ぎ
」の
活
動

内
容
と
利
用
率
は
。

町
長

住
民
福
祉
課
長

問

地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
、

す
べ
て
の
障
が
い
に
対
応

し
支
援
す
る
も
の
。
周
知

が
不
充
分
だ
っ
た
の
で
は
。

な
ぜ
利
用
者
会
議
を
定
期

的
に
開
い
て
こ
な
か
っ
た

の
か
。

住
民
福
祉
課
長

問

障
が
い
に
お
け
る
家

族
会
を
作
っ
て
ほ
し
い
」

「
障
が
い
者
同
士
の
連
絡
網

を
作
り
た
い
」と
要
望
が
あ

る
。
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
が
支
援
す
る
役
割
と

思
う
が
。

町
長

問

社
協
に
障
が
い
に
対

し
て
専
門
的
知
識
を
持
っ

た
職
員
が
い
な
い
。
担
当

す
る
職
員
が
数
年
で
か
わ

る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
が
。

町
長

問

前
期
５
年
の
障
が
い

者
福
祉
計
画
は
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。

町
長

問

先
日
、
障
が
い
者
の

家
族
が「
障
が
い
児
者
や
軽

度
発
達
障
が
い
児
者
等
の

日
中
活
動
の
新
し
い
場
づ

く
り
」と
い
う
要
望
書
と
70

名
近
い
署
名
を
町
長
に
届

け
た
。
保
健
セ
ン
タ
ー
を

改
装
し
て
利
活
用
す
る
こ

と
を
提
案
し
て
い
る
が
ど

う
か
。

町
長

問

現
在
の
保
育
園
の
発

達
障
が
い
、
情
緒
障
が
い

児
の
数
と
保
育
士
の
対
応

は
。

　

ま
た
保
護
者
に
対
す
る

個
別
の
相
談
は
で
き
て
い

る
か
。

教
育
長

質　問答　弁

保
健
セ
ン
タ
ー

障
が
い（
児
）者
の
日
中
活
動
の
場
に

活用が期待される保健センター
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一　般　質　問

いいじままち 議会だより 53号

コ
ン
ビ
ニ
収
納
よ
り

　
　
　
　
　
口
座
振
替
を

質　問答　弁

中 村　明 美

振替納税の推進を

問

納
税
者
の
利
便
性
を

考
慮
し
た
コ
ン
ビ
ニ
収
納

の
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

当
町
で
も
22
年
度
か
ら
19

万
６
千
円
の
予
算
で
実
施

さ
れ
た
。
23
年
度
も
継
続

す
る
よ
う
だ
が
、
費
用
対

効
果
を
見
て
今
後
の
継
続

を
図
る
べ
き
で
は
。

町
長

問

23
年
度
財
政
も
厳
し

く
な
る
と
懸
念
さ
れ
る
。

コ
ン
ビ
ニ
収
納
で
は
基
本

使
用
料
、
手
数
料
は
銀
行

の
６
倍
掛
か
る
。
今
後
は

コ
ン
ビ
ニ
収
納
者
に
も
財

源
有
効
利
用
の
た
め
、
口

座
振
替
へ
の
協
力
を
訴
え

続
け
る
必
要
が
あ
る
が
。

住
民
福
祉
課
長

問

最
近
は
コ
ン
ビ
ニ
収

納
に
も
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

会
社
が
参
入
し
て
い
る
。

な
か
に
は
料
金
が
安
価
で

済
む
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。

今
後
は
サ
ー
ビ
ス
会
社
情

報
に
注
意
を
払
い
、
経
費

削
減
を
図
る
必
要
が
あ
る

が
。

町
長

問

コ
ン
ビ
ニ
収
納
や
滞

納
整
理
機
構
に
頼
り
す
ぎ

る
こ
と
な
く「
我
が
地
域
は

自
分
た
ち
で
解
決
す
る
」と

い
う
、
勇
気
あ
る
収
納
精

神
で
臨
む
べ
き
で
は
。

町
長

問

町
民
に
対
し
税
の
公

平
性
や
納
税
義
務
の
理
解

を
促
し
て
い
く
こ
と
が
収

納
率
向
上
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。
例
え
ば
税
に
関

す
る
内
容
を
毎
月
の
広
報

紙
に
連
載
し
た
り
、
地
域

活
動
の
な
か
で
納
税
の
呼

び
か
け
を
行
う
べ
き
で
は
。

町
長

振替納税 推進を
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一　般　質　問

いいじままち 議会だより 53号

堀 内　克 美

問

町
は
、
雇
用
の
確
保
・

活
性
化
を
図
る
た
め
、
工

業
団
地
を
造
成
し
て
誘
致

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
環

境
保
全
協
定
を
締
結
し
て

い
る
企
業
数
は
。

町
長

住
民
福
祉
課
長

問

進
出
企
業
が
早
く
地

域
に
な
じ
ん
で
町
へ
の
貢

献
を
期
待
す
る
。
進
出
企

業
に
対
し
て
町
は
地
域
と

の
関
係
や
環
境
問
題
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
指
導
を
行
っ

て
い
る
か
。

町
長

問

久
根
平
工
業
団
地
の

排
水
問
題
は
、
１
月
に
発

生
し
町
へ
通
報
し
た
。
通

報
者
に
は
、
町
か
ら
も
企

業
か
ら
も
連
絡
が
な
い
。

中
田
切
川
の
放
流
先
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
泡
の
発

生
が
現
在
も
続
い
て
い
る
。

今
回
で
２
度
目
の
事
故
だ
。

前
回
は
排
水
処
理
施
設
の

増
設
と
ビ
オ
ト
ー
プ
の
設

置
、
今
後
の
発
生
防
止
を

約
束
し
て
い
る
。
２
度
目

の
発
生
に
対
し
て
、
町
で

は
ど
の
よ
う
な
対
応
を

行
っ
た
か
。

町
長

住
民
福
祉
課
長

問

工
業
団
地
の
企
業
が

現
在
５
基
目
の
深
井
戸
を

掘
削
し
て
い
る
。
地
域
で

は
、
地
下
水
枯
渇
を
心
配

し
て
い
る
。
企
業
と
町
の

結
ん
で
い
る
環
境
保
全
協

定
に
は
、
地
盤
沈
下
に
対

す
る
項
目
も
あ
る
が
、
協

議
は
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、

地
下
水
の
規
制
を
行
う
考

え
は
あ
る
か
。

町
長

問

中
田
切
グ
リ
ー
ン
工

業
団
地
の
企
業
の
悪
臭
問

題
も
地
域
で
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

町
長

問

地
域
と
企
業
の
良
好

な
関
係
は
、
23
年
度
の
町

長
施
政
方
針
の「
安
心
・
安

全
で
住
み
よ
い
町
、
暮
ら

し
や
す
い
町
、
活
力
あ
る

町
づ
く
り
」に
つ
な
が
る
。

企
業
は
地
域
と
ど
う
か
か

わ
る
の
か
、
こ
の
問
題
に

町
が
企
業
と
地
域
の
接
着

剤
の
役
割
を
期
待
す
る
が
。

町
長

質　問答　弁

誘
致
企
業
と
地
域
と
の
良
好
な

関
係
づ
く
り
は

掘削中の深井戸工事現場
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一　般　質　問

いいじままち 議会だより 53号

県
の「
高
齢
買
物
弱
者
支
援
モ
デ
ル
事
業
」に

ど
う
対
応
す
る
の
か

質　問答　弁

昔懐かしい移動購買車 （奥大山  江府町商工会HPより）

宮　下　　寿

問

長
野
県
の
23
年
度
予

算
案
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る「
高
齢
買
物
弱
者
支
援
モ

デ
ル
事
業
」は
、
３
月
以
降

モ
デ
ル
地
区
を
公
募
す
る

よ
う
だ
が
、
ど
の
程
度
把

握
し
、
ま
た
こ
の
事
業
に

対
応
す
る
つ
も
り
が
あ
る

の
か
。

町
長

産
業
振
興
課
長

問

飯
島
町
の
高
齢
者
の

実
態
は
、
足
の
確
保
が
で

き
な
い
75
歳
以
上
の
人
が

１
８
０
人
ほ
ど
、
高
齢
者

の
み
の
世
帯
が
６
８
０
世

帯
、
そ
の
う
ち
独
り
暮
ら

し
の
人
が
３
０
０
世
帯
で
、

65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は

約
30
％
。

　

一
番
の
課
題
は
、
長
期

に
わ
た
っ
て
買
物
弱
者
を

継
続
的
に
応
援
し
続
け
る

た
め
に
は
、
採
算
性
の
あ

る
ビ
ジ
ネ
ス
で
な
い
と
続

け
ら
れ
な
い
。
商
店
や
商

工
会
、
ま
た
Ｊ
Ａ
も
含
め

て
各
々
で
実
行
で
き
れ
ば

よ
い
が
、
行
政
が
か
か
わ

れ
る
と
す
る
な
ら
ば
何
が

あ
る
か
。

町
長

問

商
店
同
士
で
組
織
を

作
っ
て
、
移
動
購
買
車
や

共
同
宅
配
事
業
な
ど
を
計

画
し
た
時
、
行
政
と
し
て

で
き
る
こ
と
は
。

町
長
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三浦　寿美子

問

国
民
健
康
保
険
税
は

所
得
の
な
い
人
に
も
課
せ

ら
れ
る
。
減
免
制
度
の
適

用
で
滞
納
額
が
膨
ら
ま
な

い
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

住
民
福
祉
課
長

問

国
保
の
生
ま
れ
た
背

景
か
ら
現
状
を
ど
う
見
る

か
。

町
長

問　

現
在
、
減
免
を
受
け

て
い
る
人
は
い
な
い
が
、

医
者
に
か
か
る
こ
と
を
我

慢
す
る
な
ど
の
潜
在
的
な

医
療
難
民
の
救
済
は
。

町
長

住
民
福
祉
課
長

問

滞
納
に
追
い
込
ま
れ

た
人
の
立
場
に
立
っ
た
解

決
策
が
重
要
だ
。

　

ま
じ
め
に
暮
ら
し
て
い

て
も
滞
納
す
る
し
か
な
い

人
も
い
る
。

　

役
場
窓
口
に
行
く
こ
と

も
電
話
を
す
る
こ
と
も
怖

く
て
で
き
な
い
と
の
相
談

を
受
け
た
。

　

窓
口
対
応
の
改
善
は
滞

納
整
理
に
つ
な
が
る
重
要

な
カ
ギ
だ
。
方
策
は
。

町
長

問

滞
納
が
増
え
て
い
る

原
因
を
ど
う
み
る
か
。

町
長

問

廃
止
さ
れ
る
喫
煙
室

を
気
軽
に
相
談
で
き
る
場

所
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

問

貧
困
が
子
ど
も
の
生

活
に
影
を
落
と
し
て
い
る
。

　

ピ
ア
ニ
カ
や
裁
縫
箱
・

小
学
校
の
机
の
引
き
出
し

な
ど
は
保
護
者
負
担
。
卒

業
後
は
不
要
に
な
る
。
理

解
を
得
て
置
い
て
い
っ
て

も
ら
え
ば
次
か
ら
負
担
が

減
る
。
見
解
は
。

教
育
長

質　問答　弁

国
保
税
の
滞
納

　
　
　
医
療
難
民
の
救
済
は

とにかく困ったときには訪ねてください。

質　問

教
材
の
保
護
者

負
担
軽
減
を

質　問

窓
口
対
応
の

改
善
を
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いいじままち 議会だより 53号

10市町村で1万3千人減人口減少に地域差

町
の
事
業
評
価
を

開
か
れ
た
形
で

質　問答　弁

浜　田　　稔

問　

町
の
各
施
策
の
財
源
・

優
先
度
や
そ
の
効
果
・
公

平
性
・
代
替
手
段
な
ど
を

一
目
で
見
渡
せ
る
形
に
し

て
お
く
こ
と
が
、
公
平
で

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
意
思

決
定
を
可
能
に
す
る
。

　

結
果
を
評
価
す
る
こ
と

で
、
次
の
施
策
を
磨
き
上

げ
る
。

　

町
で
は
、
事
業
評
価
シ

ス
テ
ム
を
試
行
中
と
聞
く

が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

町
長

問

議
会
や
町
民
の
参
加

で
広
く
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

総
務
課
長

問

町
内
企
業
の
経
営
や

雇
用
の
近
況
は
ど
う
か
。

町
長

問

下
請
法
に
違
反
す
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。

　

ま
し
て
や
、
自
治
体
が

発
注
す
る
事
業
で
賃
金
や

労
働
条
件
を
切
り
下
げ
る

圧
力
が
働
い
て
は
な
ら
な

い
。

　

国
際
労
働
機
関
I
L
O

で
は
、
95
号
条
約
に
、
行

政
機
関
が
そ
の
改
善
の
手

本
に
な
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
。
日
本
の
自
治
体
で

も
同
じ
趣
旨
を「
公
契
約
条

例
」と
し
て
制
定
す
る
動
き

が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
町

長
は
推
進
す
る
考
え
が
あ

る
か
。

町
長

問

近
隣
市
町
村
は
い
ず

れ
も
人
口
の
減
少
が
予
測

さ
れ
て
い
る
。
人
口
増
施

策
は
的
を
得
て
い
る
か
。

　

七
久
保
区
で
も
、
３
耕

地
以
外
は
減
少
が
続
い
て

い
る
。

　

目
玉
政
策
で
町
の
ど
こ

か
に
賑
や
か
な
場
所
が
で

き
て
も
、
そ
の
一
方
で
限

界
集
落
が
生
ま
れ
、
買
い

物
難
民
や
独
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
増
え
る
よ
う
な

ら
、
本
当
に
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
と
言
え
な
い
。

　

過
疎
対
策
を
前
面
に
打

ち
出
し
て
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長

質　問

町
発
注
の
事
業
は

低
賃
金
解
消
の
手
本
に

質　問

人
口
増
は

過
疎
対
策
を
前
面
に

近隣市町村の将来人口推計（2005年基準）各区の人口変化（1990年基準）

宮田・箕輪・南箕輪・高森

伊那・駒ヶ根・松川
飯島・辰野・中川

飯島区

七久保区

田切区本郷区

105％

100％

95％

90％

85％
2005年 2010年 2020年2015年

105％

100％

95％

90％

85％

80％

1990年 1995年 2005年2000年
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い
い
ち
ゃ
ん
ま
ち
づ
く
り
連
絡
協
議
会
と
の
懇
談
会

懇談の様子

1
月
28
日
夜
７
時
か
ら

役
場
防
災
集
会
室
で
、
い

い
ち
ゃ
ん
ま
ち
づ
く
り
連

絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
12
人

と
懇
談
会
を
開
催
。

　

要
望
・
質
問
な
ど
活
発

に
意
見
交
換
さ
れ
た
。

発
行
の
概
要
は
、

編
集
作
業
の
特
徴
は
、

　

研
修
の
中
で
は
、

問

住
民
が
出
る
写
真
は

許
可
を
得
て
い
る
か
。

答問

一
般
質
問
な
ど
余
白

の
使
い
方
が
上
手
だ
が
、

苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
。

答

受賞した議会報

い

い

い い 議

議議

議
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い
い
じ
ま
ま
ち
議
会
だ
よ
り　

第
53
号　
　

発
行 

・ 

飯
島
町
議
会　
　

〒
399
ー
3797 

長
野
県
上
伊
那
郡
飯
島
町
飯
島
２
５
３
７
番
地　
　

編
集 

・ 

議
会
報
編
集
委
員
会　
　

印
刷 

・ 

㈱
宮
澤
印
刷

22
0265（86）3111  内線230　FAX.86-4395

区民運動会が初舞台
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